
（別紙３）

～ 2025年　2月　14日

（対象者数） ２０名 （回答者数）
２０名

～ 2025年　1月31日

（対象者数） ６名 （回答者数）
６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

個別療育の技術や知識について、研修や周知の機会を増や

し、質の向上に繋げていきたい。（現在企画中）

2

時々、法人内各事業所で作成した活動の様子を共有し、参考

にすることで、質の向上に繋げている。ただその機会が限ら

れている為、増やしていきたい。

3

５領域を意識した外出活動や集団活動の設定は心がけている

が、今後は更に幅を広げ、様々な社会的経験が積めるよう、

情報集めから広い視野を持って進めて行きたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

①手すりが設置されているが、児童の状態に合わせ、指導員

の介助や付き添いを行っている。

②トイレ介助、おむつ交換にはせまい為、パーテーションを

設置し、外から見えないようにしつつ、スペースを確保でき

るよう工夫した。随時より良い方法を検討していきたい。

2

3

○事業所名 上大類すくーる

○保護者評価実施期間
2025年　1月　17日

○保護者評価有効回答数

2025年　1月　17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

バリアフリーの不足

①階段がある

②トイレがせまい（２階女子トイレ)

個別療育の実施

児童のレベルや状態に合わせ、定期的なフィードバックを行

いながら、個別支援計画と連動させ実施している。

‟活動の様子〟の作成・配布

定期的に活動の写真や個別支援計画に対しての現状について

の文章を入れたものを配布している。写真については毎回

様々な様子が見ていただけよう撮影や選出に配慮している。

外出活動、集団療育のバリエーション

公園、施設見学、工場見学の外出活動、お店でのお買い物学

習や駄菓子屋さんごっこでのお金の学習、工作、食育、放デ

イ合同イベント等様々な経験に繋がるよう配慮し、設定して

いる。

事業所における自己評価総括表公表


